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私達のゼミ k I有法子」という昨年までに 4巻を数える文集があります。昨年の文集
(212;) 83 
の最初に， I私が懐古談壱するのは，いささか不似合かも知れません。今年44歳ですか
らまだ若いつもりです。 しかし，毎日学生諸君にあっていると，また特に最近は学生部
委員壱して， いろいろの要求や難題をふっかけてくる学生運動の代表者の諸君fとあって
いると，私自身， あの年令の頃にどういうこと壱していたか，ふと思い合わされること
があります。 J という書き出しではじまる，先生の私の青春その付というのがあり
ます。終戦の日，中国の居庸関にいた頃の激変の時期の思い出話が綴られてL、ます。そ
の最後にこんな言葉があります。「なにかそ見るということは大切なことです。それに，
自分が責任をもって考えること， またそれをおとなう左いうのは大切なことです。目が
開けるというのはそういうことでしょう。」 との言葉が， そのまま先生の人生・学聞に
対する情熱号表わしていると思います。そして今また， f1達に向ってこの言葉が語りか
けられているようです。
先生の「私の青春その伺」から先を読む己とができなくなってしまったことは悲Lみ
に?えませんc しかし，私達ゼミ生は，この悲しみ号のり越えて，先生より受けた学恩
とやさしいお心使いに報いるためにも，力強く歩みつづける決意です。
ありがとうございました。
